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   以下にインフルエンザ治療薬 Tamiflu®の合成経路の一部を示している。これに関連す

る以下の［１］〜［４］の問に答えなさい。なお, 反応機構を答える場合には電子の

移動を示す曲がった矢印を用いなさい。 

      
 

〔１〕 化合物 4はブタジエン 1とアクリル酸エステル 2の不斉 Diels-Alder 反応により合

成されている。一般に, Diels-Alder 反応では 1の他にシクロペンタジエンも多用され

るが, 1の方が反応性が低い。その理由を述べなさい。 

〔２〕 化合物 5から 6への変換に必要となる化合物Aを答えるとともに, その反応機構を

書きなさい。 

〔３〕 化合物 7から 8に至る反応機構を書きなさい。 

〔４〕 化合物 9 から Tamiflu®に至る Boc 基の除去の反応機構を書きなさい。なお, 酸は

H+として示すこと。 

+

N B
O

Ar

Tf2N–+

H

HPh Ph

O

OCH2CF3

O

OCH2CF3

1 2

3

4, 97%, >97% ee 5

1. 化合物A, Et2O/THF
2. (Boc)2O, Et3N

6, 83%

I

BocN
O

7

BocN
O

Br

8, 98%

Cs2CO3

EtOH BocHN OEt

O

OEt

O
H3N

O
AcHN

+

H2PO4
–

Tamiflu

H3PO4

EtOH
OEt

O
BocHN

O
AcHN

9

OSi(CH3)3

NH溶媒なし

CH2Cl2

O

O

Boc

Ar

H3C

S CF3

O
Tf

Ac

O

CH3

®
O

（触媒量）

整理番号 

 ４    

１０枚のうち7  受験番号 MC－ 

７ 

応用化学専攻 








